
米原市には他にも天然記念物がある。
一つは醒ヶ井の「了徳寺のオハツキイチョ

ウJ0 r花も映かず葉から実がなる」という、
植物の進化を考える上で貴監なイチョウの変種
である。
今一つは「伊吹山頂草原植物群落J0 日本海

側と太平洋側の気候を分ける高山、石灰岩の山
塊、薬草採草地としての人聞の管理など、絶妙
な条件によって生み出された値物群落で、今も
多くの人々に親しまれている。
最後は滋賀県指定の天然記念物で、 「三島池

のカモ及びその生息地j 。三島池は人工の池で
あるが、長い歴史の中で豊かな自然を育み、マ

[アヲセス]

・息長ゲンジボタル発生地
JR東海道本線「米原J下車徒歩前30分
北陸本線 「坂図」下車徒歩的30分
名神米原ICから車約5分

・4畏岡ゲーノジボタル発生地
JR東海道本線「近江畏岡駅」下車徒歩前5分
北陸自動車道米原ICから車約15分
名神関ヶ原ICから車で柏2的士

ガモの自然繁殖地の南限となった。
その他、米原市内では天然記念物のイヌワン

や特別天然記念物カモシカの姿を見ることもで
きる。

[もっと詳しく知りたいひとへの案内]
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天野川流域のゲンジボタル
米原市長岡 ・能登瀬

ゲンジポタル (米原市提供)

米原市を縦断する天野川には、ホタノレに関係す

る二つの天然記念物がある。

「息長ゲンジボタノレ発生地」 と 「長岡のゲンジ

ボタノレおよびその発生地(特別天然記念物) Jの

二つである。

太平洋戦争の末期、 日本国中が厳しい灯火管制

下におかれていた。援長の間となった初夏の夜、

天野川の流域だけが明るく輝き、流域の人々は空

襲を心配する程であったと伝えられている。

水質の汚濁など、発生数が減少した時期もあっ

たが、今では回復している。その乱舞は、まさに

水の宝に和たしい。
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